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１．総合計画と総合戦略の違い

人口の減少傾向を抑制し、就労機会の増加を図
ることによって、人口減少の克服と活気ある稲
美町の創生を図るため、人口の現状分析と将来
の展望を示すもの。

○人口ビジョン

総合的・計画的な町政の運営を図るための町の
最上位計画で、各行政分野の個別計画の上位計
画にあたり、個別計画を策定、実施していく際
の指針となるもの。

○総合計画

人口ビジョンを実現していくため、地域の実情
に応じた５年間（2015～2019年度）の施策の
方向を示すもの。

○稲美町まち・ひと・しごと創生総合戦略

総 合 計 画

稲美町人口ビジョン

稲美町まち・ひと・しごと
創生総合戦略

基本計画

実施計画

基本構想

将来人口を参照



１．総合計画と総合戦略の違い

【概要】人口の現状分析と将来の展望を示す

（内容）今後目指すべき将来の方向性

（期間）令和４２年（２０６０年）まで

○人口ビジョン

【概要】町の最上位計画

（内容）施策全般に及ぶ

（期間）基本構想：１０年間
基本計画：５年間
実施計画：３年間（毎年度内容検討）

○総合計画

【概要】人口ビジョンを実現するための戦略

（内容）総合計画のうち地方創生に関するもの

（期間）５年間

○稲美町まち・ひと・しごと創生総合戦略

総 合 計 画

稲美町人口ビジョン

稲美町まち・ひと・しごと
創生総合戦略

基本計画

実施計画

基本構想

将来人口を参照



２．稲美町の人口分布

H17
(2005)

H18
(2006)

H19
(2007)

H20
(2008)

H21
(2009)

H22
(2010)

H23
(2011)

H24
(2012)

H25
(2013)

H26
(2014)

H27
(2015)

加古 4,906 4,845 4,835 4,833 4,808 4,723 4,655 4,588 4,570 4,532 4,487

母里 6,325 6,172 6,101 6,057 5,976 5,870 5,804 5,730 5,698 5,597 5,560

天満（市） 12,826 12,534 12,539 12,832 12,676 12,751 13,239 13,120 13,607 13,719 13,858

天満（調） 8,630 8,835 8,837 8,434 8,502 8,417 8,002 8,165 7,936 7,897 7,745

天満（合計） 21,456 21,369 21,376 21,266 21,178 21,168 21,241 21,285 21,543 21,616 21,603

3地区合計 32,687 32,386 32,312 32,156 31,962 31,761 31,700 31,603 31,811 31,745 31,650

加古地域

母里地域天満地域

市街化区域

○加 古 地 域 ： －419

○母 里 地 域 ： －765

○天 満 地 域 ： 147

（市）： 1,032

（調）： －885

約１０年間での推移

加古・母里及び天満地域の市街化調

整区域では、厳しい建築制限がある

ため、地区計画や特別指定区域制度

に取り組んでいるが人口は減少。



２．稲美町の人口分布

⑤国岡西部地区

②国岡東部地区

①国岡・国北地区

③菊徳第一地区

④国安地区

①国岡・国北土地区画整理事業
・施行面積：27.0ha
・施行期間：昭和57年度

～平成6年度

②国岡東部土地区画整理事業

・施行面積：35.3ha
・施行期間:平成4年度

～平成18年度

③菊徳第一農住土地区画整理事業

・施行面積：0.7ha
・施行期間：平成21年度

～平成23年度

④国安土地区画整理事業

・施行面積：26.2ha
・施行期間：平成13年度

～平成31年度

⑤国岡西部土地区画整理事業

・施行面積：6.6ha
・施行期間：平成15年度

～平成25年度



３．転入出の状況
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４．稲美町の特徴

S60
（1985）

H2
（1990）

H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H22
（2010）

H27
（2015）

全国 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39 1.45
兵庫県 1.75 1.53 1.41 1.38 1.25 1.41 1.48
東播磨地域 1.82 1.59 1.46 1.43 1.27 1.48 1.56
明石市 1.80 1.60 1.48 1.47 1.30 1.48 1.58
加古川市 1.83 1.55 1.48 1.42 1.24 1.50 1.56
高砂市 1.91 1.70 1.45 1.41 1.36 1.53 1.52
稲美町 1.72 1.47 1.09 1.24 1.13 1.11 1.36
播磨町 1.73 1.61 1.54 1.28 1.07 1.45 1.66

S60
（1985）

H2
（1990）

H7
（1995）

H12
（2000）

H17
（2005）

H22
（2010）

H27
（2015）

全国 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39 1.45
兵庫県 1.75 1.53 1.41 1.38 1.25 1.41 1.48
東播磨地域 1.82 1.59 1.46 1.43 1.27 1.48 1.56
明石市 1.80 1.60 1.48 1.47 1.30 1.48 1.58
加古川市 1.83 1.55 1.48 1.42 1.24 1.50 1.56
高砂市 1.91 1.70 1.45 1.41 1.36 1.53 1.52
稲美町 1.72 1.47 1.09 1.24 1.13 1.11 1.36
播磨町 1.73 1.61 1.54 1.28 1.07 1.45 1.66

合計特殊出生率 一人の女性が生涯に何人
の子どもを産むかを推計
したもの

稲美町 明石市 加古川市 高砂市 播磨町
東播磨地域

合計
15～50歳未満の女性の数 5,918 62,745 55,780 18,475 7,160 150,078
0～5歳未満の子どもの数 1,243 13,104 11,440 3,601 1,615 31,003
女性1人当たりの子どもの数 0.2100 0.2088 0.2051 0.1949 0.2256 0.2066

子ども女性比

子ども女性比等 0～5歳未満の人口／15～50歳未満の女性人口

稲美町は比較すると
大きく下回る

しかし、女性１人あたりの子どもの数は近隣市町と変わらない

生まれてこないだけで、

転入等で子どもの人口は

増えている

分 析



４．稲美町の特徴

年齢階級別人口移動の推移【男女合算】
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転出ゾーン 転入ゾーン １０代後半～２０代後半に転出す

るが、３０代になったときに家族

になって転入する

分 析



５．町内の外国人の状況
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国籍別外国人住民数
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６．まとめ（人口ビジョン目標設定の提案）

稲美町の人口推移

今回は計画期間の延長で

あるため人口ビジョンは

据え置き、来年度以降に

策定する、総合計画にあ

わせて人口の推計ならび

に検討を行う

方 針

・国：人口ビジョンの

大きな変更は予定

していない

・県：長期計画である

人口ビジョンの

フレームについて

は変更を行わない

① 平成22年の国勢調査結果をベースに社人研が推計したもの

② ①をベースに策定した現在の稲美町人口ビジョン

③ 平成27年の国勢調査結果を基に社人研と同じ方法で再計算したもの



６．まとめ（戦略の各KPIの目標設定）

新しい目標値【 表 記 例 】

前回の資料中に目標値及び目標年度を記載。最新の数値の達成状況に応じて新しい目標値
を設定。

達成 未達成

達成に伴う再設定 10 10

現状維持 19 5 14
計画に基づく変更 5 4 1

目標値数
最新の数値の達成状況

達成に伴う再設定：目標値を達成しているため、より高い目標を設定するもの。

現状維持 ：主に目標未達成のもの。また、目標の変更が適さないもの。

計画に基づく変更：担当課等の計画で別途目標値が定められているもの

詳細「資料５」

【目標年、数値目標・KPIの修正内容】


